
〇台進捗「不十分」
2030年達成へ警鐘

l‾‾三重慧
SDG白蓮
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【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
事
】
国
連
は
1
4

日
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
達
成
を
目
指

す
「
S
D
G
S
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
」
に
関
す
る
年
次
彗
口
書
を
発
表

し
、
感
限
ま
で
5
年
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い
中
、
叢
は
極
め
て
不
十
分

だ
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
既
に
計
画

期
間
の
約
3
分
の
2
が
経
過
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
適
切
な
進
声
が
認

め
ら
れ
た
の
は
課
題
の
3
分
の
l
に
と

ど
ま
っ
た
。
r

全
課
愚
1
6
9
項
目
の
う
ち
、
1
3

9
が
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
。
「
平
等

な
教
育
璧
至
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

へ
の
投
資
芸
ど
「
順
調
も
し
く
は
連

声
と
さ
れ
た
の
は
1
8
％
で
、
「
あ
る

程
度
の
進
展
」
の
1
7
％
と
合
わ
せ
て

「
適
切
な
進
展
」
が
あ
っ
た
と
評
さ
れ

た
の
は
計
3
5
％
だ
っ
た
。
完
で
「
差

別
の
砦
竃
ど
柑
％
は
、
「
後
退
」

と
位
置
付
け
ら
れ
た
。

グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
記
者
会
見
し
、
進
捗

状
況
に
つ
い
て
「
私
た
ち
は
ま
だ
居
る

べ
き
場
所
に
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
」

と
強
調
。
「
直
ち
に
団
結
し
、
揺
る
ぎ

な
い
意
志
で
行
動
し
た
場
合
に
の
み
目

標
達
成
が
可
能
だ
」
と
訴
え
た
。
ま

た
、
「
開
発
の
遅
れ
と
紛
争
は
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
」
と
述
べ
、
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
「
直

ち
に
停
戦
が
必
要
だ
」
と
呼
び
掛
け

た
パ
2
4
年
に
は
1
2
分
ご
と
に
1
人
の
命

が
武
力
紛
争
で
失
わ
れ
た
と
指
摘
。
貧

困
や
食
料
危
機
、
妊
産
婦
死
亡
率
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
、
紛
争
地
域
が

受
け
る
深
刻
な
影
響
が
指
摘
さ
れ
た
。

S
D
G
S
は
1
5
年
に
国
連
で
採
択
さ

れ
、
来
年
1
月
に
実
施
か
ら
1
0
年
を
迎

える。


